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緒 口

南九州地域における肉用牛の省力多頭飼育を推進するための一助として,子牛の生産から肥育に

至るまでの一貫経営の可能性を知るために,前報 1) による年間無畜舎放牧方式で飼育された黒毛和

種の雌牛から生産された去勢子牛を用いて屋外肥育試験を行い,これとほぼ同じ時期に生産された

ホルスタイン種の去勢子牛を,同じ環境の下で肥育した成績と比較検討 したのでその結果について

報告する.

材 料 お よ び 方 法

1. 試 験 牛

黒毛和種去勢子牛 3頭は, 宮崎大学付属住吉牧場において前報 1)による年間無畜舎方式で飼育

した雌牛から生産された雄子牛を,離乳前に去勢 したものである.またホルスタイソ去勢子牛は,

これとほぼ同じ時期に同牧場で生産されたものを用いた.

その概要は第 1蓑に示した.

2. 試 験 期 間

昭和48年 8月10日から同年9月6口までを予備期問とし,以後昭和49年 7月1日までの300

日を本試験とした.なおホルスタイン種 4号牛については,本試験開始後 47口めに導入された.

試験終了後は 1日間絶食した後,宮崎県畜産公社にて属殺解体した.

3. 管 理 方 法

宮崎大学付属住吉牧場内に設けられた屋外肥育施設で,2品種を隣接させ20.5m2/頭の面積に放
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:IH 去 試 験 J卜 の 概 要

71-) 1-3-F,i :.り'､毛和取去勃子牛

4-6',I:ホル ス タイ./概L･年!了牛

し飼いとした.

給与飼料は濃)ワニ飼料 (肉牛肥育用配 合飼料)については 自由摂取 とし,机飼料は乾草 (主 と して

ローズ グラス), エソ シレ-ジ (トウモ ロコシ ･パール ミレッ ト･エソバ ク)お よび /L革 (イタ リ

アソライグラス ･エソバ ク ･トウモ ロコシ ･メヒシバ ･大根)を朝 夕 2回に分けて飽食 させた.

結 果 お よ び 考 察

1. 環境の変化

試験nj間中の気温お よび降水量は第 1｢祁こ示 した.

⊥lF)卜Llllド1-Ll･ドl･Lp1.JI_rll卜1-_Li,下J･.Ll)卜J.rTl卜1▲11J卜J-1TllIHりIii=ii■jiiii后 山 ......_...J二二=一 =============コn':一････････:二一 =一一=L.一∫l一一一三=コ㌧ 山
9 1日 11 12 1 ') :i ′l rJ b I‖～

箱 l同 気 氾 お よ び 降 水 温 の 変 化

日) 'J(ll.Wlは10JlrHlの平均,節水訊 ま10川EUのJT.;I
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11月中旬から1月中旬にかけて気温の下降とともに,きわめて雨量が少なかったことが注目され

る.なお地表の最高温度は第 1図には示 していないが 12月･1月に若干高く,最高気温より常に10

±3.8oC高い値であった.また最低気温と地表の間では差はなかった.

2. 発 育 成 績

本試験開始後 2週間ごとの体重の変化を第 2図に示 したが, 黒毛和種については,1号牛がきわ

めて悪かったのを除いて他の2頭は黒毛和種去勢牛の標準発育曲線を若干上まわる発育を示 した.

ホルスタインについては,試験開始後 100-150日で黒毛和種を上まわ り,以後ほぼ黒毛和種と同

様の増体を示 した.

なお冬季のきわめて雨量の少なかった時期には,それほど各試験牛の発育に影響はなかったよう

であるが,250日ごろから全試験牛とも若干発育の停滞する傾向が認められた.これはこの時期 (5

月中旬)から気温の上昇とともに雨量がかな り増加し,なかには下痢を起こしたものもみられたこ

となどから,環境の影響がかな り大きいものと思われた.

増体量 ･飼料摂取量および1kg増体に要 した DCP･TDNはそれぞれ第 2表に示したが,これに

よると開始時体重および日齢において黒毛和種のほうが若干高かったにもかかわらず濃厚飼料の摂

取量はホルスタイン種のほうがやや高く,また粗飼料の摂取量においてもホルスタイ1/種の方が高

い傾向が認められた.また1kg増体に要 した DCP･TDNについては,黒毛和種ではそれぞれ0.99

kg,7.81kgで上坂らの報告 2) とほぼ同様の成績を示 した. これに対 しホルスタイン種では,それ

ぞれ0.83kg,6.49kgと上坂および福島らの報告 3-5)に近い値を示 してお り,飼料の利用性あるい

は環境の適応性などにおいてホルスタイン種のほうがすぐれているようであった.

さらに 1日増体量は,黒毛和種では平均0.76kgとかな り低 く同様の試験による上坂ら2･6)の結

25() 30() (｢=

(510) (7.11川 Hl
開始時

(畔48q.7)
50

(】t126)
100 150 200

日2)4) (昭492 1) (3.22)

第2図 体 重 の 増 加 曲 線
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眉2JIく 増 休品 お よ び 別 削 桝 収 i;.

完 盲丁 雪 ETeF2〒 3r 平 i這

rlJH始fllj 体 承 (kg)

終 了 嶋 休 額:(kg)

1日 平 均 増 体 並 (kg)

iJTIJiji:飼料摂取量 (kg/day)

粗 飼 料摂 取 量 (kg/day)
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栄 (0.91kg)をはるかに下回った. またホルスタイン種の場合も0.99kgで黒毛和種より有意 (P

<0.01)に高かったが,福島ら5) の結果 (1,21kg)よりかな り悪かった.

その原因については種々考えられるが,黒毛和種 ･ホルスタイン種ともに開始時体重の低かった

ことや,黒毛和種ではとくに 1号牛が離乳前の母牛といっしょに放牧 している問における発育が芳

しくなく, したがって開始時体重 (219kg)も小さかったため, その後の増体成績がよくなかった

ことが注目された.しかし2号牛と3号牛については,ほぼ順調な増体を示 していた.

年間無畜舎放牧方式によって子牛を生産する場合,離乳前の子牛の発育阻害をきたさないように

するための育成技術の開発が今後における研究課題といえよう.なおそのほかの問題点として濃厚

飼料を飽食させたために早い時期に太 り,運動不足による末期の食欲低下をきたしたことなどがか

な り影響 したのではないかと思われる.また5月中67-下旬には降水量が多くほとんど運動が不可

能なほど地面がぬか り, 増体にも若干影響したのではないかと思われる.事実上坂ら7)の報告に

よると,つなぎ式で濃厚飼料 ･粗飼料を飽食させた場合は0.70kgとかなり低い値を示 している.

またとくに黒毛和種の場合,比較的増体に難があるといわれている ｢茂正_｣を父牛としている牛

を 2頭 (1号牛と2号牛)含んでお り,その遺伝的影響も兄のがせないものと推察される.

3. 試験開始時および終了時の外貌

外貌審査結果は第 3表および付図1-3に示したが,体積均称, 晶位資質,被毛皮膚および肥え

い度のすべての点において黒毛和称がホルスタイン種よりす く･､れていた.とくに肥えい度はその差

がかな り大きかった.

なお黒毛和種については,終了時にすべて腿に欠点があったこと, 2号牛および 5号牛において

開始時に比較 して終了時にやや成績が低下 したこと,また 1号牛および2号牛において産肉性に影

響のあると思われる体伸がそれほどよくないことなどが目だった.

4. 屠 体 成 績

屠殺解体結果および枝肉格付結果は第 4表および付図1-3に示 したが,黒毛和種の枝肉歩留 り

は62.2% とかなりよかった.これに対 しホルスタイン種では57.8% と有意 (P<0.01)に低く,

これは濃厚飼料を制限給与 した上坂ら8,9) の日本短角種 (59.4′㍉ ) の成績を下まわる成績であった.

ロース芯の脂肪交雑では,黒毛和種の平均がプラス2.7で, うち2頭はプラス3.0でかなりよい

成績であったのにくらべ,ホルスタイン種では平均プラス0.7ときわめて低く成熟度の低いことが

認められた.

また第 5･6脊椎部切断によるロース芯の面積は黒毛和種で平均 32.3cm2と枝肉重量(平均282.5

kg)からみて,2号牛 (28.0cm2) がやや低い程度であった. ホルスタイン種についても 6号牛

(23.1cm2)がかな り低い値であったが,平均 29.5cm2で黒毛和種に比較 してやや劣る程度であった.

第 5･6脊椎部の皮下脂肪厚については,黒毛和種で20mmであったのに対 しホルスタイン種で

は7.7mm と有意 (P<0.01)に低かった.

屠体長および屠体幅ではホルスタイン種が高かったが,屠体厚では逆に黒毛和種が若干高い値を

示 した.枝肉格付においてはいずれも黒毛和種の方がかなりよく,同程度の月齢および体重で肥育

試験を行った場合,ホルスタイン種のほ うが生理学的年齢が若いため発育速度は早いが,現行の肉

質判定基準ではかな り低い格付しか望めないのではないかと思われる.



36 .,1:hJpl)く･､(''農 守 雄 研 究 i,Ei'L_5 第22巷 a'～1号 (1975)

胸
.jIj

服

′ー

ヽ

肉

肉

下
作

叫
仏

m

-
I
_/

枝

枚

皮
脂

居体長
帰休 幅

惜什ITTi

:1;4点 JAB一殺 解 体 結 光 お よ び 枝 肉 格 付 鮎 柴

Lト 務 号 I l 2 3 平 均 打 4 5 F6

軟 一円.中 央 部

5･6布川'･輝状I)Jui起rT'r]

抑 中 火 .-■く1;

恥骨rf.火用;から雛 1肋 √iLj中火 (cm )

第5榔伏実起('詞; (〟 )

J'1′7,2願 LiI' 邦 (〟 )

ち′f5軸状突起部 (//)

IIi'7J2腰 椎 部 (〟)

第5廟 状 突 起 壁 亀 長 (〟)

,'gl12腰 縦 の 串 KI.長 (〟)

均 弥

肉 付

脂 JJJJ' 附 弟

仕 上 げ

肉 の 色 択

肉

胎

脂

色

礼

の

きの

肋

肪

一
肉

し ヰ
仇

:
.
･;I.･
五
･

帆

交

規

節両州心スロ (cm2)

.
0

5

一

.
0

.
0

.

nU

(ソ】

0

0

0

5

6

3

2

1

2

一

〇

上

l
上

⊥

3
.

上

2
一
31
.

490̀0 空 ヱ 竺 o･o l470.0

299.5 282.5 278.5 270.5

62･2U 56･苧I 57_16 59･1

31.7 30.OJ 40.0 40.0

20.0日 3.0 1 3.0

1三43:;F

0

LO

5

7

3

4

6

6

d｢

5

6

.4

1

2

｢1

67.0

46･5 1

17.0 16.5

24.0 25.0

5.0 2.0

138.5 135.0

73_0 72.0

1;二: I - 1;二: l -≡:; 1三二oo

量

…

∵

⊥

了

.
-

L

2.7｢

45.0

】5.0

22.0

18,0

7.0

中 小

中 中

車 中

極上F楼上
｣二I上
中 rll
上
0.51.0.0,5 0.7

並 並 並 1

示 l33･5l一言 11 29･5

要 約

年間無畜舎放牧方式において牛推された黒毛刺柾去勢子牛およびほぼ 同月齢のホルス/}イソ種去

勢子牛をそれぞれ別に1.rY･糾 し,濃厚飼料 ･粗飼料を飽食させた｣易合の両品種の鹿肉能力について検

討 した.

(1) 飼料の摂取屋はホルスタイン種のほうが高く, また 1kg増体 に要 した DCP･TDN は黒毛

和種でそれぞれ0.99kg'･7.81kgであ1たのに対 し,ホルスタイン種では0.83kg･6.49kgといずれ

も低い値であった.

(2) 1｢] 増休宜は黒毛和種の0.76kgに対 しホルス/Jイソ種では0.99kgと高かったが, いずれ

もかなり標準より低い伯であった.

(3) 発育については,試験r朋台後100- 150日でホルスJjイソ椎の休屯が黒毛利椀のそれを上
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まわったが,両品種 とも250日ごろか ら若干発育の停滞す る傾向がみ られた.

(4) 試験終了時の外貌審査ではすべての点において 黒毛和種のほ うがす ぐれていたが, とくに

肥えい度は有意 (P<0.01)に高かった.

(5) 屠体成章についても枝肉歩留で黒毛和種 (62.2'fi)ば ホルスタイン種 (57.8'4')I)よりす ぐ

れていた. また黒毛和種では, 脂肪交雑は 平均 2.7とかな り高い値で あったが, ロース芯面積は

32.2cm とやや低かった.これに対 しホルスタイン種では,脂肪交雑 0.7, ロース芯面積 29.5cmで

黒毛和種に くらべて著 しく劣っていた.

なお本研究は昭和48年度文部省科学研究費によって実施 したものである.
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Summary

JapaneSeBlacksteersandHolsteinsteer･S,Startingat7-10monthsofage,Were

fullfedconcentrateandroughageduring300days.

Performanceofmeatproductionofbothsteerswerefollwing.

1) AverageDCPandTDNfor1Kgofweightgainpercapitawere0.99Kgand

7.81KginBlacksteersandalso0.83Kgand6.49KginHolsteinsteersrespectively.

2) Averagevalueofdailygainwas0.99KginHolsteinsteersandwassignifi-

cantly(P<0.01)greaterthan0.76KginBlacksteers.

3) Gainoflndyweightinbothsteersshowedatendencytostagnatefromabout

250days.

4) BlacksteersexcelledHolsteinsteersinexteriorjudgingatallfX)ints,especially
fattness.

5) Averagevalueofdressingpercentage,fatthicknessovereyemuscleandmar-

blingwere62.2%,20mmand2.7inBlacksteersandalso57.8%,7.7mmand0.7in

Holsteinsteersrespectively.

From thesedata,BlacksteersexcelledHolsteinsteersincarcassquality,butboth

ribeyeareaswereconsiderablylow value(Blacksteers:32.2cm2,Holsteinsteers:
29.5cm2).



I,(,.I

((_･Lhl)(,.川:-y7zzTJ':I.日!J-.対地;出.,I.,-u･･,!L･汁1,pit:や'･blt:



韓的ら ･liりL.)iり也仙 こおけ る肉用一卜繁殖附 ･･.の//yiJfi化に関す る')..;lHT'･)研た i()

3 I/j Il ･1 号 'I

F

T

f

.軍

賢

二

A

A

,..



1174,I9 llし(,,ら

(L_=∠61)(1tl.t:JT/zzi,ド,II.:川3(,Ilr_fl:払'･.たも汀*･Y(I.El.lr71.,OP


